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スズメ目鳥類３種のトビの巣における営巣記録
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スズメ目Passeriibrmesやハト目ColumbifOrmesの小型の鳥類が猛禽類の巣の周囲で繁殖

することはよく知られている（Brown＆Amadonl968，Boglianie#αﾉ.1992)．たとえば，ノハ

ラツグミル”z4Sl加抵は．チョウゲンボウＦｔｚﾉ”“ﾉ況沈6α"妬（Wiklundl979,1982)，スズメ

Rzss”"0"#α"妬はサシバＢ"血zs”伽dicz4sやハチクマ彫mis”i〃0“（内田1986)，モリバト

αﾉ郷加6α'αﾉ〃6噸はチゴハヤブサＲｓ"66噸ｇｏ（Boglianieｵαﾉ.1992)，オナガCWZ"”たaCyα"α

はツミＡ“城eγ“わ，aisの巣の周辺でそれぞれ繁殖する（Uetal994)．猛禽類は自らの巣，お

よびその周囲を捕食者から防衛するので，猛禽類の巣の周囲に営巣する小鳥類は捕食者によ

る卵やヒナの捕食を避けることができる（Wiklundl982，Uetal994)．しかし，小鳥類は猛禽

類の巣の周囲に営巣するものがほとんどで，猛禽類の巣，そのものに営巣した記録があるの

はスズメだけである（柴田1948，内田1986)．筆者らは北海道石狩市の農耕牧草地において

スズメに加え，ニュウナイスズメＲ〃t"α"s，およびハクセキレイノVりｔａｃｊ"ααﾉ6αがトビ

”んz4s加4g流z'@sの巣の下部にできた巣材と巣材の隙間に営巣したのを確認したので報告する．

また，小鳥類のトビの巣における営巣がトビの防衛行動の利用であるという仮説の対立仮

説の１つとして，小鳥類の営巣場所の不足にともなったトビの巣の利用という可能性が考え

られる．そこで，トビの巣は小鳥類に巣場所を提供するだけのものなのか，トビが営巣して

いることが必要なのかどうかを判断する目的で，トビが営巣している巣と営巣していない巣

で小鳥類の利用頻度に違いがあるかどうかを分析した．さらに，トビの巣が小鳥類に営巣場

所を提供できるかどうかはその大きさに依存している可能性がある．そこで，トビが営巣し

ている巣で，小鳥類が営巣したものとしていないもので大きさの比較を行なった．

調査は1996年５月２５日から２７日に北海道石狩市（43.13'Ｎ,141.20'Ｅ）の人家が散在し

ている広さ約1000haの農耕牧草地で行なった．調査地の中央部には樹高1015ｍのヤチダモ

F》zzxi"蛎加α"｡s〃加沈αやイタヤカエデＡ“γ加0"０などの落葉広葉樹からなる幅50から８０ｍ，

長さ3000ｍ，および1500ｍの防風保安林があり，小さな林も散在している．その防風保安林

と小林地でトビの巣，およびトビが使用していたと思われる古巣を探索した．発見したすべ

ての巣について，それぞれ15分間観察し，トビの営巣，および小鳥類の営巣の有無を確認

した．成鳥のトビが就巣しているものを営巣中とし，古巣については明らかに小型で巣材が

まばらなカラス類の古巣と思われるものは数に加えなかった．一方，トビの巣の巣材と巣材
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の間隙に小鳥類が巣材，または食物を運びこむところを確認した場合に小鳥類が営巣してい

ると判断した．トビが営巣中の巣の最大径と高さは就巣しているトビの側面からみた大きさ

を基準にして，その倍数で記録した．

今回の調査でトビが就巣中の巣を19巣，古巣を26巣確認した．そのうちトビが営巣中の

10巣において，その巣の下部にできた巣材と巣材の隙間に９つがいのスズメ，１つがいのニ

ュウナイスズメ，１つがいのハクセキレイの営巣を確認した．ハクセキレイは１つがいのスズ

メと同じトビの巣を利用していた．表１に示したように，小鳥類はトビが営巣中の巣を選択

的に利用していた（Fisherの正確確率検定Ｐ＝0.0002)．古巣にも１つがいのスズメが営巣し

ていたが（表1)，この古巣から約5ｍの距離に営巣中のトビの巣があり，このスズメの巣も

トビの防衛行動圏内にあると推定された．これらのことから，小鳥類はトビの防衛行動を利

用するためにトビが営巣中の巣を選択的に営巣場所として利用していると思われる．

小鳥類が利用した巣の最大径の平均値±SＤ（ﾉV）は1.39±0.51（10)，高さは1.43±0.76

(10）であった．一方，小鳥類が利用しなかった巣の最大径は１．１７±０．３７(9)，高さは

1.23±0.35（９）であった．般大径，高さともに小鳥類が選択した巣で大きい傾向あったが，

両者のあいだに有意な差は認められなかった（MannWhimeyU検定,最大径：Ｕ＝30.5,Ｚ＝‐

1.23,Ｐ＝0.21,高さ：Ｕ＝42,Ｚ＝-0.25,Ｐ＝0.80)．これは小鳥類がトビの巣を利用する際の選

択基準がトビの巣の大きさではないことを示唆している．大きさ以外の環境要因も小鳥類の

選択基準として重要であり，林縁や人家からの距離，トビの巣材の種類なども調査する必要

があると考えられる．

本稿を読んで有益な助言をしていただき，文献を紹介していただいた日本野鳥の会研究セ

ンターの植田睦之氏に感謝の意を表したい．

表1．トビの巣に営巣したスズメ目鳥類の樋とその数

Table１．NumberofpairsofPassennespeciesthatbredinthenestsofBlackKites．
●

1２８

トビの巣NestsofBlackKites(n=45）

小鳥類が営巣した巣の数No.ofnestsused

小鳥類が営巣しなかった巣の数No.ofnestsnotused

営巣中Activenest 古巣Inactivenest

ｍ
９

スズメRzss”鯛0"如"IWS

ニュウナイスズメＲ〃〃α恋

ハクセキレイＭ〆αc畑αα〃ａ

１
０
０

９
１
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トビが営巣中の巣と古巣と間における小鳥類の巣場所としての利用頻度は有意に異なっていた。

ActivenestsofBlackkiteswereusedmorethanexpected.(Fisherwsexacttest,Ｐ＝0.0002）

☆このトビの巣は同時にスズメにも利用されていたので、重複を避けるため統計解析には使用しなかった。

ThenestofJapaneseWagtailswasnotincludedinastatisticalanalysisbecauseapairofTreeSpalTows

simultaneouslybredinthenest．

2６総数Totalｎｏ､ofnests

１
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ThreePasserinebirdsbredinthenestsofBlackKites
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Weobservedthatninepairsof'nPeeSparrowsRzssgγ"0"舷"妬,apairofRussetSparrowsR

〃"ﾉα"s,andapairofWhiteWagtailsハ伽αc〃αα〃αbredinthenestsofBlackKitesM"”ｓ

"ig7w2sinlshikari,Hokkaido,ｏｎMay2529,1996.Thesesmallbirdsselectedtheactivenests

ofthekitesfbrtheirownnestingsites，Itsuggestedthatthosesmallbirdswouldexploitthe

defensiveabilityofthekitestoavoidnestpredation．
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